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平成 19年 12月期第１四半期連結業績の概況（連結）[米国会計基準] 
 

1. 平成19年12月期第1四半期の連結業績（平成１9年１月１日～平成１9年3月31日） 

(平成19年12月期第1四半期及び平成18年12月期第1四半期の数値については、公認会計士又は監査法人の監査を

受けておりません。) 

 

(1) 連結経営成績 

平成 19年 12月期第１四半期 平成 18年 12月期第１四半期  
当第 1四半期 前第 1四半期 

自 平成 19年 1月 1日 自 平成 18年 1月 1日 

 

至  平成 19 年 3 月 31 日 至  平成 18 年 3 月 31 日 

対前年同期 
増減率 

 百万円 百万円 ％ 
売上高 23,252 20,778 11.9 

売上原価 4,429 3,679 20.4 

販売費、研究開発費および一般管理費 12,195 8,570 42.3 

営業利益 6,628 8,529 △22.3 

その他の収益(費用) 883 348 153.4 

税引前当期純利益 7,511 8,877 △15.4 

法人税、住民税および事業税等 3,185 3,710 △14.1 

少数株主利益 0 0 △69.5 
持分法による投資利益 21 △22 △196.1 

当期純利益 4,347 5,145 △15.5 

 

 



(2) セグメント情報 
 

         ①外部顧客に対する売上高 
平成 19年 12月期第 1四半期 平成 18年 12月期第 1四半期 

当第 1四半期 前第 1四半期 
自 平成 19 年 1 月 1 日 自 平成 18 年 1 月 1 日 

 

至  平成 19 年 3 月 31 日 至  平成 18 年 3 月 31 日 
 百万円 百万円 
本邦 8,538 8,028 
北米 5,788 4,819 
欧州 5,825 5,124 

アジア・パシフィック 2,379 2,166 
中南米 722 641 
合計 23,252 20,778 

   
   ②繰延収益残高   

 平成 19年 12月期第 1四半期末  平成 18年 12月期第 1四半期末  
  百万円 百万円 

本邦 22,904 18,350 
北米 15,960 9,878 
欧州 12,849 9,507 

アジア・パシフィック 3,966 2,819 
中南米 1,507 1,324 
合計 57,186 41,878 
  

(注記) 各区分に属する主な国または地域 
北 米       ：米国 
欧 州       ：イタリア、ドイツ、フランス、英国、アイルランド 
アジア・パシフィック：台湾、韓国、オーストラリア、香港、マレーシア、 
           ニュージーランド、中国、シンガポール、タイ、インド 
中南米       ：ブラジル、メキシコ 

 
(3) 連結範囲に関する事項 

連結子会社数  19 社 (海外19社) 

非連結子会社数 － 社  
 

(4) 主な資産・負債の変動について 

 平成 19年 12月期 
第 1四半期末 増減額 前連結会計年度末 

 （資産） 百万円 百万円 百万円 
現金および現金同等物 67,219 △8,978 76,197 
受取手形および売掛金 
(貸倒引当金および返品調整引当金控除後) 20,405 481 19,924 
有価証券および投資有価証券 42,273 633 41,640 
営業権 2,957 △26 2,983 
(負債)    
繰延収益（短期・長期合計） 57,186 4,411 52,775 
(少数株主持分)    
少数株主持分 9 2 7 
(資本)    
自己株式 △15,651 △1,484 △14,167 

 



２．連結業績予想(米国基準) 

 平成19年第2四半期の連結業績予想（平成19年4月1日～平成19年6月30日） 

 売上高 営業利益 第2四半期純利益 

 

第２四半期 

   百万円 

22,500 

   百万円 

5,300 

   百万円 

3,000 

 

（注記）当社グループを取り巻く事業環境は短期的に大きく変動する傾向にあり、通期の業績予想について信頼性の

高い数値を算出することは困難であると考えております。従いまして平成19年12月期につきましては、四半期ごと

に業績発表を行い、併せて次四半期の業績見通しを公表することといたします。 

 また公表された直近の予想値に対し、売上高が10％、営業利益もしくは当期純利益が30％以上乖離した修正予想値

が算出された場合には、業績予想の修正を公表することといたします。 

 
 


